
ナシにおける防蛾灯の効果
防蛾灯は省力的に設置でき、果実吸蛾類（吸汁性夜蛾類）の被害を軽減できる。

１.ナシを加害する主な吸蛾類と被害

アカエグリバアケビコノハ ヒメエグリバ

果樹研究センターナシほ場 aに２基の防蛾灯を設置し、その効果を実証した。
（設置期間：2018年7～9月の3か月間）

３.防蛾灯の設置と効果

品種名
被害果率
（％）

備 考

幸水
収穫日： 月 日
調査規模： 樹、 果

豊水
収穫期間： 月 日～ 日
調査規模： 樹、 個

豊水
（対照区※）

設置期間： 月 日～ 日
調査規模： 果

※対照区は成熟した果実 果をネットにいれ防蛾灯の影響のない場所に置いて被害を調査した。

設置費用（１基あたり）

機 材 価 格

黄色グローブ球 円

高圧ナトリウムランプ※ 円

安定器 円

その他（支柱、自動点滅器など） 円

合計 円

防蛾灯設置の様子

◎防蛾灯により無防除（対照区）に比べて吸蛾類の被害を顕著に軽減できた。

◎防虫ネットでは吸蛾類を完全に防除できるが、設置や台風接近時の対応など、多くの労力
（人手）が必要となる。防蛾灯では ～ ％の被害は発生するものの省力的に設置できる。

◎シンクイガやカメムシには効果が不十分であるため農薬による対応が必要であった。

吸蛾類の吸汁痕

口吻により１ｃｍ以上の刺傷黒色～褐色に変色⇒腐敗

２.防蛾灯のコスト

実証試験の結果（ 年）

対照区設置の様子

電気代（１基、１シーズン）

約 円（ ｈ）× 日 時間× 日間 約 円

※光源寿命約 時間、 基で をカバーできる。

ネットに果実を入れて調査




